
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

作成年月 日 令和 3年 8月 24日 担 章部 署 農林水産部 農政課

※以 下 ,■今 和 3 年 2 月 28日 現在 の内容 ですハ

2 法人等の概要

法 人 名 公益財団法人 清里農業公社

代 表 若

理事長 梅澤 正直

□ 常 勤   ■ 非常勤 ■ プロパー 市兼務  □ その他

所 在 地 新潟県上越市清里区上田島 122番地

設立年月 日 平成 5年 3月 26日

基 本 金 27,000千円 市出捐割合 700/0

設 立 目的

少子高齢化や兼業化などの要因による農地の荒廃が懸念される清里区における農

地の効率的利用、地域資源たる農地の保全及び次世代への継承を図 り、安全な食料の

安定供給や食料自給率向上に寄与し、もつて清里区の地域振興に寄与する。

主な事業

但)担い手育成事業

121 農作業支援事業

13)水稲育苗支援事業

14)乾燥調製支援事業

15)農用地保全事業

3 役員数

(単位 :人 )

常勤 非常勤 計
内訳

プロパー 市兼務 その他

理事 0 4 4 4 0 0

監事 0 2 2 1 1 0

計 0 6 6 5 1 0

4 職員数

(単位 :人 )

計
内訳

プロパー 市兼務

正社員 2 2 0

その他 0 0 0

計 2 2 0
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5 事業実績 (概要 )

農作業支援事業収益の減額により、令和 2年度の事業収益は、前期比 34千円減 (0,4%の減)

の 9,679千円となった。経常費用は、事務局長の定年退職による給与手当等の減により前期比

4,386千円減 (25,9%の減)の 12,431千 円となり、最終的に正味財産は前期比 2,753千 円減 (3.2%

の減)の 82,489千円となった。

但)担い手育成事業

清里区内の認定農業者等に対し、農業経営の改善や農業技術の習得を支援した。

① 新規就農者支援

新規就農者 5名 に対し面積拡大支援と各種情報提供及び仲間作りを行つた。

② 新規法人支援      =
令和元年度に設立したlttK S光 と脚TY GREENに 対し、各種情報提供、法人間連

絡調整等の支援を行つた。

③ 墜産資材共同購入 。生産物共同販売の組織化

農地所有適格法人 6法人及び個人農場 2事業者の経営発展に向け、生産資材共同購入

及び生産物共同販売の組織化の支援を行つた。

12)農作業支援事業

耕線代かき、田植え、刈取り等のオペレータエ支援を法人等に対して行つた。

春作業支援   40日
秋作業支援   40日

13)水稲育苗支援事業

地域農家の要望に応じ、81,238枚 の水稲播種作業を実施し、安定した首の供給を支援した。

惚)乾燥調製支援事業

地域農家の要望に応じ、60ha(4,800俵 )の水稲乾燥調製作業を実施し、農業経営の効率

化と安定性の向上を支援した。

【直近 3年間の事業実績の推移】

事業名 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度

春作業 オペレーター支援 45 日 42日 40 日

秋作業 オペレーター支援 47 日 47 日 40 日

水稲育苗支援事業 72,045本文 78,262本文 81,238本文

乾燥調製支援事業 60.Oha 60.Oha 60。 Oha

脩)農用地保全事業

① 農地の流動化支援

耕作の継続が困難な農業者の農地について、法人等への利用権設定を支援し、農地保

全とともに担い手育成支援を行つた。

② 各地区回場整備推進協議会への活動支援

農業経営の強化を図るため生産基盤の確立紺策として、大規模回場整備事業の導入を

計画する地域農家に射して活動支援を行つた。
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項 目

平成 3o年度

白 平成 30年 3月 1日

至 平成 31年 2月 28日

‐
令和元年度

自 平成 31年 3月 1日

至 令和 2年 2月 29日

令和 2年度

自 令和 2年 3月 1日

至 令和 3年 2月 2&日

正
味
財
産
増
減
計
算
書

一般正味財産増減の部

9,460 9,713 9,679

3 5 2

0 0 0

0 0 0

9,402 9,653 9,622

0 0 0

55 55 55

16,539 16,768 12,431

13,145 13,461 10,109

3,394 3,307 2,322

△ 7,079 △ 7,055 △ 2,753

0 0 0

0 0 0

0 0 0

△ 7,079 △ 7,055 △ 2,753

0 0 0

△ 7,079 △ 7,055 △ 2,753

69,376 62,297 58,242

62,297 58,242 55,489

指定正味財産増減の部

0 △ 3,000 0

30,000 30,000 27,000

30,000 27,000 27,000

正味財産期末残高 92,297 85,242 82,489

項 目 平成 31年 2月 28日 現在 令和 2年 2月 29日 現在 令和 3年 2月 28日 現在

貸
借
対
照
表

資 産 92,472 85,673 82,961

負 債 176 431 473

正味財産 92,297 85,242 82,489

80,000 27,000 27,000

62 297 58,242 55,489

6 財務状況 (税抜 )

(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。
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内訳 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 備考

①

②

③

④

⑤

計 0 0 0

7 市からの財政支出等

伍)委託額 (税込)

12)財政援助額 (税込)

8 今後の経営計画等

但)次期事業計画

(単位 :土円)

(単位 :千円)

清里農業公社の経営安定とともに、清里区の農業発展に寄与するため、次の基本方針による運

営を計画している。

・新規就農者 6名 、新規法人 2社への支援

・農地所有適格法人等 9社の経営発展に向け、生産資材共同購入及び生産物共同販売の組織化

の支援

・清里区内の農地所有適格法人、生産組合、認定農業者との連携を図り、地域特性を生かした

清里方式の営農体制 (清里一農場化計画)の確立に向けて、農作業、水稲育苗、乾燥調製の

支援を行 う。

・公社設立の目的 (中 山間地域の農業生産の維持及び向上、農地の効率的利用を図ること)達

成のため、農用地の流動化の支援と回場整備推進を主軸とした活動を行 う。

12)中長期経営計画

・中山間地域農業の振興 (中 山間地域における農業法人等の支援)

採算性のある農業経営を目指すため、肥料や資材の共同購入でコス ト減を図るとともに、農

業経営について指導・助言を行う。

・農地所有適格法人の法人間連携と立ち上げ支援

農地の集積・集団化を進め、法人間の連携を推進し、農作業の効率化を図る。また、担い手

の育成と法人立ち上げの支援を行 う。

内訳 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 備考

① 補助金 (助成金 ) 0 0 0

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 0 0 0

-4-



9 令和 3年度 経営状況の分析 B評価

(1)第ニセクター等の経営状況の分析 B評価のフローチャー ト

※ 「第ニセクター等に対する関与方針」から抜粋

D
債務超過に陥つている、又は、資本金の 50%を超え

る累積欠損金がある、若 しくはそのおそれがあるか

↓いいえ

C 3期連続の赤字であるか

↓いいえ

B 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

イまヤヽ

第ニセ クター等評価

委員会 に見解を求め

る

イまい

|ま い

↓いいえ

A 現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な し

Bか らD評価の法人は12)ヘフローチャー トによる評価 C

【特記事項】

清里農業公社に対して市は運営費補助を行つておらず、同公社は、毎年度、正味財産が減少

しているが、同公社の財産を活用して清里区の農業振興事業を実施していくことを市と同公

社で合意しているため、第ニセクター等評価委員会の経営状況の分析・評価の対象外とする。

非営利法人においては、累積欠損金 という概念がないため、初期の正味財産に対する減

少分を累積欠損金と読み替える。
「3期連続の赤字」の判断においては、「当期一般正味財産増減高」 と「当期指定正味

財産増減高」の合計がマイナスとなる場合は、赤字と読み替える。

フローチャー トによる評価基準 備考

A 経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行 う

B 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、第ニセクタ
ー等評価委員会に見解を求める

C 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

D 債務超過
資本金の

に陥つている、又は、
50%を超える累積欠損金がある
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第 セクタ の1評価

□ 課題あり

回 課題なし

第ニセクタエ等評価委員会の分析|

【上記評価の理由】

C

【その他指摘事項等】

(2)令和 3年度 第三セクター等評価委員会の分析 日評価

(3)分析 a評価結果を受けての対応方針

第ニセクターによる対応方針

市担当部署による対応方針

10 令和 2年度 第三セクター等評価委員会の分析 “評価に対する対応状況

令和2年度 第ニセクター等評価委員会の分析・評価 【概要】

第ニセクターによる対応状況

市担当部署による対応状況
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令和 2年度 事業報告

令和 2年度の本法人の事業状況は、下記のとおりです。

1 農業の担い手の育成に関する事業

(1)新規就農者支援

新規就農者等に対し、面積拡大支援対策と各種情報提供及び仲間作りを行つた。

・30代 5名

。法人関係職員 40歳以下 (清里スマー ト農業研究会)約 10名

(2)新規法人支援    .           |
・令和元年に設立した下記法人に対し、支援を行つた。

各種情報提供、法人間連携調整、その他支援

(株)KS光 (上中條・笹)|1農場)

(株)TY GREEN(菅 原・上原農場)

(3)生産資材共同購入 。生産物共同販売の組織化

下記の法人及び一般農家の経営発展に向け、生産資材共向購入及び生産物共同販売の

組織化の支援を行つた。

。(有)グ リーンファーム清里 。(農)北野生産組合  。(農)TONOフ ァーム

。(農)清里アグリのWA   。(農)水倉ファーム  ・ (株)KS光
。(株)TY GREEN   。小 山農場

2 農作業の支援に関する事業

(1)当公社が行う作業支援

ア 耕絃代かき 。田植え・刈り取り等の農作業支援は農業法人等への機械を持たない

オペレータ支援

イ 乾燥調製   60ha(4,800俵)         .
ウ 育苗播種作業 81,238枚
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(2)区内農業法人・生産組合 。その他組織への作業斡旋等

農地の利用権をl有)グ リーンファーム清里を中心とした法人や一般農家へ再設定する

一般農家・法人等の作業受委託の斡旋調整

農業公社所有の育苗センター・RC(ラ イスセンター)利用

多面的機能支払作業 。回場手直し作業その他連携調整

*1

*2

*3

*4

3 農用地の保全に関する事業 (中 山間地の農用地保全等)

(1)農地の流動化支援

耕作を継続することが難しい農業者からの農用地を当公社が受話し、上記 2の (2)の「不可用

権設定」で○印が付いている組織等へ利用権を再設定し、平坦地に限らず、中山間地の農用地

も保全すると共に、担い手育成を行つた。

(2)清里各地区ほ場整備推進協議会への活動支援

高生産農業を推進し、農業経営の体質強化を図るため、農業競争力強化基盤整備事業を導入

し、関係地域農家の生産基盤の確立及び農業経営の安定、併せて事業による地域開発の推進を

図つた。

利用権等の

再設定
*1

作業受委託

の斡旋調整
*2

施設利用

育苗・RC

*3

その他

作業連携
*4

(有)グ リーンファーム清里 ○ ○ ○ ○

(農)北野生産組合 ○ ○ ○ O

(農)TONOフ ァーム ○ ○ ○ ○

(農)清里アグリのWA O ○ O ○

(農)水倉ファーム O ○ ○ ○

(農)青柳生産組合 ○ ○ ○ O

(株)KS光 ○ ○ ○ ○

菅原・上原農場 ○ ○ ○ ○

馬屋・風間農場 ○ ○ ○ O

上田島 。小山農場 ○ ○ ○ ○

清里採種組合 ○ ○

櫛池農業振興会 (法人部会)
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令和 2年度

決 算 報 と
ロ 書

自  令和 2年  3月  1日

至  令和 3年  2月  28日

公益財団法人 清里農業公社
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科 目 当年度 前年度 増減

I 資産の部

1.流動資産

現金預金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

定期預金

基本財産合計

(2)その他固定資産

建物

農機具

構築物

土地     ・

E匿加入権

その他固定資底合計

固定資産合計

資産合計

H 負債の部

1.流動負債

未払金

預り金

流動負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

1.指定正味財産

指定正味財産合計

(う ち基本財底への売当領)

1 2.…般正味財産

(う ち特定資塵への充当観)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

1,398,344 1.348,157 50,187

1,398,344 1,348,157 50=187

27,000,000 27,000,000 0

27.000,000 27,000,000 0

27,588,006

1

1

26,000,000

74,984

30,340,815

1

1

26,900,000

74,984

△ 2,761=800

0

0

0

0

54,562,992 57,324,801 △ 2,761,800

81,562,992 84=324,801 △ 2,761,800

82,961,336 85,672,958 △ 2,711,622

221,250

251,276

192,482

238,732

28,768

12,544

472,526 431,214 41,312

472,526 431,214 41,312

27,000,000 27]000,000 0

27.000,000 27=000,000 0

(27,000,000)

55,488,810

(0)

(271000,000)

58=241,744

(0)

(0)

△ 2,732,934

(0)

82,438,810 85,241,744 △ 2=752]934

82,961,336 85!672,958 △ 2,711,622

堂 借 対 照 表

令和3年2月 28日現在

-10-



科  目 法人会計 内部取引控除 合計
′ム`1

I 一般正味財産増減の部

1経常増減の部

(1)経常収益

基本財産運用益 1,618 0 0 1,618

基本財産受取利息 1.818 1,618

事業収益 9,621,900 0 0 9,6211900

農作業支援事業収益 1,600,000 1,600,000

施設事業収益 8.021.9011 81021,900

受取負担金 55,00C 0 0 65,000

受取負担金 55,00C 55,000

雑収益 19 0 0 19

受取利息 ig 19

機常収益計 91678,537 0 0 9,678,597

(2)経常費用

事業資 1011091098 0 10.109,098

給料手当 5,926,S35 5,9261635

退職綸付費用 48,24C 48,240

福利厚生資 1,001,44η 1,091,44フ

通信運搬費 0,60C 9,600

減価償却費 2.578.462 2.5781462

消耗什暑備品費 6;000 6,000

修需費 18.000 18,000

燃料費 10,800 10,800

保険料 19,980 19,980

租税公課 399,934 399,031

管理費 2,322,373 0 2.322,373

給料手当 1,444,801 1,444,801

退職給付費用 11,760 11,760

福利厚生費 266,074 266.074

会議質 66.500 66,500

通信運搬費 2.400 2.40a

減価償却費 183,347 183,347

消耗什器備品費 61000 6,000

燃料資 11200 1.200

光熱水料費 12.000 12,00C

保険料 2.220 2.22C

租税公課 15,866 15,366

支払負担金 23,325 23.325

雑受 287,380 287.380

経常費用計 10,109,098 2,322.373 0 12,431,471

解輌捜益等調整前当期経常増減額 △ 430,561 △ 21322,373 0 △ 2,752,984

評価損益等計 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 480,561 △ 2.322.373 0 △ 2,752,934

2経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0

(2)経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0

当期経常外増滅類 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 430,361 △ 2.322.373 0 △ 2,732.934

指定正味財産から振替額 0

一般正味財産期首残高 76.106.368 △ 11,864,624 58,241,744

一般正味財産期末残高 69,675,80, △ 14,186,99, G 55,488,810

江 指定正味財産増減の部

基本財産運用益 1,618 1,618

基本財産受取利息 1.813 1,618

一般正味財産への振替額 △ 1.61日 △ 1,618

一般正味財産への振替額 △ 1,61追 △ 1,618

当期指定正味財産増減額 0 0 C 0

指定正味財産期首残高 27.000.000 27.000,000

指定正味財産期末残高 27,000.000 0 C 271000,000

Ⅱ 正味財産期末残高 96.675,807 △ 14,186.997 0 82,488,810

公益財団法人 清里農業公社
正味財産増減計算書内駅表
令和2年 3月 1日 から令和3年2月 28日 まで

(単位 :円 )
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正味財産増減計算書
令和2年 3月 1日 から令和3年 2月 28日 まで

科 当年 度 前 年 度 ナ冒 顔

・１

　

　

８

４

３

８

４

４

7,873,100
3,913,100
3,960,000

55,000
55,000

18

18

-3,090
-3,090

-180,000
-40,000

-140,000

148,800
148,800

0

0

0

1

1

-34.28991678,587 9,712,826

-3,351,521
-2,689,592

-241,200
-369,149

0
-21,002

0

0

0

0
-578

-30,000
-984,648
-655,672
-58,800

９

０

　

５

　

　

　

　

　

　

一

一
　

一
　

　

　

一

-10,037
-47.624

０

２

０

０

０

０

４

０

６

４

０

０

８

９

９

10,109,098
5,926,635

48,240
1,091,447

2,322,373
1,444,801

11,760

266,074
０

０

４

０

０

０

２

６

２

８

５

４

３

０

２

０

２

３

３

３

６

　

８

　

　

　

１

　

１

２

８

６

２

４

５

６

４

０

０

８

19,980
400,512
30,000

3,307,021
2,100,473

70,560
356,066
101,500
2,400

270,848
6,000
1,200

12,000
2,220
15,388
33,362

335,004
12.431.471 16.767.640 -41336,169
-2.752.934 -7.054.814 4.301.880

0 0
-2.752.934 -7.054.814 4.301.880

0 0 0

0 0 0

00
-2.752.934 -7.054.814 4,3011880

3.000.000 -3.000.000

58.241.744 62.296.558 -4,054,814

55.488.810 58.241.744 -2,752,934

1,618
1,618

-1,618
-1.618

4,708
4,708

-3,004,708
-3.004.708

3

3

９

９

９

９

一
　

一

〇

〇

〇

〇

3.000.0000 -3,000,000

27.000,000 30.000.000 -3,000,000

27.000.000 27.000.000 0

正 一般正味貝オ産壻版の部
1.経常増減の部
(1)経常収益

基  本  財
基  本  財

播
乾

種

益用運産

息
益
益
益

益

利
収

収
収

取
業
　
　
収

援
援

受
事

支
支
業

援
産

支
業
業
事

業
作
作

設

作
春
秋

農
　
　
施

収作

燥 調 整 作 業 収
業 益

益
金

金

益
息

受 取 負 担
受 取 負 担

雑       、収
受     取     利

経常収益計
(2)経常費用

事        業

給     料     手
退 職 給 付 費
福   利    厚    生

通   信    運    搬
減   価    償    却
消 耗 什 器 備 品
修        繕
燃        料
保        険
租     税     公
支   払    助    成

管        理

給     料     手
退 職 給 付 費 :

福    利    厚    生

会        議
通   信    運    搬
減   価    償    去ロ
消 耗 什 器 備 品
燃        料
光   熱    水    料
保        険
租     税     公

支   払    負    担

雑
経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額
評価損益等計
当期経常増減額

2.経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計
(2)経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
指定正味財産から振替額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部
基  本  財   産  運  用

基 本 財 産 受 取 利
一 般 正 味 財 産 へ の 振 替

一 般 正 味 財 産 へ の 振
当期指定正味只オ産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ 正映財産期太残高

費
当
用
費
費
費
費
費
費
料
課
金

当
用
費
費
費
費
費
費
費
料
課
金
費

費

息

　

額

益

額
替

82,488,810 85,241,744 -2,752,934
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予算 額 決 算額 弄  異

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０

′
０

０００

０

０００

８

８

０

０

０

０

０

１

　

　

　

　

８

４

3,960,000
55,000
55,000

19

19

0

３８２
３８２
０
０
０

９００
９００
０

０００
０００
９８‐
羽
０００

・
２

・
２

　

　

一
　

一

9,373.000 9.678.537 -305,537

６

０

０

０

０

０

０

８

８

７

０

５

３

４

０

８

７

　

３

４

６

７

５

４

10,253,920
5,684,280

0

1,101,480
20,o00

1,385,720
0

268,520
100,000
40,000
5,000

188,340
7,500
5,000

20,000
7,000

26,000
50,000

250,000

10,109,098
5,926,635

48,240

9,600
2,578,462

6,000
18,000
10,800
19,980

399,934
0

2,322,373
1,444,801

11,760
266,074
66,500

0
2,400

183,347
6,000
1,200

12,000

2,220
15,366

23,325
287.380

８２２

３５５

２４０

０３３

４００

１９８

５００

０００

２００

０２０

０６６

０００

４

２

８

０

０

　

１

２

４

３

４

０

‐４

・
２４

・
４

１

１

　

　

１

３

４

２７

５

25,707
-59,081
-11,760

2,446
33,500
40,000
2,600

-7

1,500
3,800
8,000
4,780
10,634
26,675

-37.380

12.602.000 12.431、 471 170.529
-3.229.000 -2,752,934 -476,066

0 0 0
-3.229.000 -2.752.934 -476,066

0 0

0 0

0 0 0
-3.229.000 -2.752.934 -476.066

0 0

58,241,744 58,241.744 0

55,012.744 55,488,810 -476,066

27.000.000 27.000.000
27.000.000 27,000,000 0

1.経常増減の部
(1)経常収益

基  本  財
基  本  財

業

受   取
受   取

雑
受     取
雑

経常収益計
(2)経常費用

事
給     料
退  職
福   利
通   信
減   価
消  耗  什
修
燃    1
保
租     税
雑   ｀

管
給     料
退   職
福   利
会
旅    費
通   信
減   価
消  耗  什
燃
光   熱
保
租 、  税
支   払
雑

手

2

経常費用計
評価損益等調整前当期経常増減額
評価損益等計
当期経常増減額

.経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計
(2)経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
指定正味財産から振替額

〒般正味財産期首残高
二般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部
″
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

益用運産

支
業
業
事

業
作
作
　
種

設

作
春
秋
　
播

農
　
　
施

息
益
益
益

益

利
収

収
収

取
業
　
　
叔

援
援

受
事

支
支
業

援
産

益

益
金

息

益

当
用
費
費
費
費
費
費
料
課
費

当
用
費
費
費
費
費
費
費
費
料
課
金
費

金

益

費

費

収

乾 燥 調 整 作 業 収

品

費

口
帥

生
搬
却

生
〔
通
搬
却
　
　
料
　
　
担

担

担

公

付

負

収

業

理

厚
議
交
運
償
器
料
水
険
　
負

負

収

作

給

不可

費給
厚
運
償
器
繕
料
険

備
　
　
　
公
　
　
手

付

備

Ⅱ
　
　
　
Ⅲ 821012.744 32.488.810 -476.066

収支計算書
令和2年 3月 1日 から令和3年 2月 28日 まで
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財  産  日  録

令和 3年  2月 28日現在

賞借対照歳科目 場所 。鞠二等 使用目的等 金額

(流動資佐)

現金預金 普通預金

えちご上越農協清里支店

第四北越銀行高田営業部

運転資金として 1,398,344

(040,562)

(448,732)

流動資産合計 1,398,344

(固定資産)

とホ財虚

その他の固定資産

定期・諷金

菫物

農機具

構築物

土地

電話加入れ

えちご上越農協驚里支店

農機具格納庫素事務所
(自動火黄楓知設信含む)

屹燥胴豊施設

大型パイプハウス

水稲育宙施設機構

ハウス内道路

2,190耐
上越市府里区上国島122

2,801耐
上越市清屋区上国島119

627.98阿 f

上越市清里区背原72-12

電艦番号025-520■ 270

と本財とに充てるために保有している資金で
あり、定朗預ととして管理している。

農機具格納庫 :公養目的保有財とであり、公
養目的事業の用に供している。
■喜所 :管理遍aの用に供している。

公養目的保有財とであり、公基目的事祟の用
に供している。

公占目的保有財虚であり、公盗目的事象の用
に供している。

公益目的保有財建であり、公基目的事崇の用
に供している。

公基目的保有財底であり、公と目的事業の用
に供している。

公会目的事素と管題還営の用に供している共
扁財建である。

公基目的保有財産であり、公基目的事業の用
に供している。

公養目的保有財とであり、公基目的事素の用
に供している。

公基目的事素と管理遍営の用に供している共
用財とである。

27,000,000

27,588,006

1

1

26,900,000

741084

固定資産合計 81,502,992

資産合計 82,901,336

(流駒負慎)

未払金

預り金

固定資建税

社会保険料

労働保険事務手数料

社会保険料

旅行預かり

源泉所得税

付和2年度第鞠 分四定資虚税

2月分社会保険料法人負担分

令和2年底分

磯員預り1～2月分社会保険帯

朧員猥り令和1年～2年分旅行狽かり

磯員諷り1～ 2月分源泉所得寝

221,250

(1031000)

(70,450)

(47,800)

251,276

(137,636)

(108,000)

(5,640)

流動負慎合計 472,526

固定負債合計 0

負債合計 472,526

正味財産 82,488,810
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公益財回法人 清

＼
ゝ

里農業公社

財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

該当なし

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし

(3)固定資産の減価償去「の方法

固定資産 (リ ース資産を除く)

減価償去「資産について、定額法により直接減価償却を実施している。

(4)引 当金の計上基準

該当なし

(5)キ ャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

該当なし

(6)消費税の会計処理

消費税の会計処理は税込方式によつている。

2.会計方針の変更

該当なし

3.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

4.基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

―!目 1■「Ⅲ |=当期増 力瞬額 |―■ |■ 当期 減 少 額 ■
―
II当期 末 残 扁 ■

【基本財産】
27,000,000 0 0 27,000,000

ノ ヽ 計 27.000.000 0 0 27.000,000

【特定r資産】

ノ  ヽ 計 0 0 0 0

計 27,000,000 0 0 27,0001000

(:)ち |■般I味財
産からの充当額}

二
島
一

一
残
一

一
末
一

一
期
ｉ

一
当
一

(:うち指定正殊貝オ
産からの充当:額X

i(うち負債に■
■対応する額〉■|

【基本財産】
27,000,000 27,000,000 0 0

′lヽ 27,000,00C 27,000,000 0 0

【符 冠資産

′Jヽ 0 0 0 0

27.000,000 27,000,000 0 0合 i
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公益財団法人 清里農業公社

5.担保に供 している資産

該当なし

6.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとお りである。

7.債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高
債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

8.保証債務等の偶発債務

該当なし

9.満期保有 目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとお りである。

10。 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

11.基金及び代替基金の増減額及びその残高
基金及び代替基金の増減額及びその残高は、次のとおりである。

26,900,000! O1     26,900,000土 地

建物 97,110,694!     69,522,688!     27,588,00C

農機具 146,515,000:     46,514,9991

l再 梁物 15,151,846:      5,151,845!

電話加入権 74,984! 74、 9840!

合  計 175,752,524日     121,189,532E     54.562.992

債権金額
貸倒引当金の

当期末歳高 i

科  目 廣権の当期末残清

該当な し 0

0

合  計 0 0 0

帳 簿価 額 時 価 評 価 損 朴種類及び銘柄

該当な し 0

0

合  計 0 0 0

前期末残高1補助金等―
の名称 交付者 当期増力H額 当期:減少額 当期1末残高 |ダ聯 争―

該当な し

0!

0 0 0 0!

1前期末 残 高 |:当 期 1増 力a額 | : 当期減 少 額| :■ 1季}|●目| |―
―

当期末1残局 |

該当な し 0

0

合  計 0 0 0 0
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経常収益への振替額

基本財産巌又取利息 1,618

合  計 1、 618

公益財団法人 清里農業公社

12.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとお りである。～

13.関連当事者 との取引の内容

関連当事者 との取引の内容は、次のとお りである。

14.キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引

(1)現金および現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載されている金額との関係は以下のとお りである。

の

15,重要な後発事象

該当なし

16。 その他

該当なし

韓駆駆臨““
躙魏“Ｈ

鱒鞭Ｈ“
聖 〓 〓 ‐ ‐ ‐ ““““““

該 当な し

該当な し
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令和 2年度会計監査報告にういて

公益財団法人 清里農業公社

令和 2年度公益財団法人清里農業公社 会計監査の結果について、次のとおり

報告いたします。

1 監査年月 日  令和 3年 3月 ‐23日 (火) 午後 4時

2 立会人 理 事 長 梅 澤 正 直

事務局長
フ
保 坂 一 ノ(ヽ

3 監査対象期間  令和 2年 3月 1日 から令和 3年 2月 28日 まで

4 監査の結果 令和 2年度公益財団法人清里農業公社の決算及び報告書に

基づき、事務手続き又、帳簿等の閲覧により実査確認を行い

監査し、その結果は適正であると認めます。

ヽ

予

嘲
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「令和 3年度事業計画 (案)」

ぺ「令和 3年度収支予算計画 (案)」 イこついて

《 令和 3年度事業計画 》

新型コロナウイルスの感染拡大により、我が国においてもこれまでにない「新しい生活様式

や新たな働き方」がスター トしている。

農業分野においても、その影響は非常に大きいものとなっており、具体的には、イベント中

止等の各種経済活動の縮小による販売機会の損失、インバウンドを始めとする旅行者減少によ

る外食産業の売上減、これが今後さらに拡大する恐れがある。この影響は農産物・米の需要の

減少、また価格の下落に繋がり、今後、継続的な営農を行う為には多くの課題が発生すること

が予想される。「

そのような中、ほ場整備事業を推し進め、「消費者に喜ばれる高品質、良食味の農産物」「安

全、安心な農産物」をより低コス トで安定生産できる経営の実現を支援すると伴に、農業法人・

生産組合・認定農業者、それぞれが連携を図りながら、地域の特性を生かした清里方式の営農

スタイル (清里地区内のほ場整備事業及び清里一農場化計画)の確立に向けて支援を行う。

1 農業の担い手の育成に関する事業

(1)新規就農者支援

新規就農者等に対し、面積拡大支援対策と各種情報提供及び仲間作りを行 う。

・新規就農者 30代 5名、40代 1名

・法人関係職員 40歳以下(清里スマー ト農業研究会)約 10名

(2)新規法人支援            1
。`新規に設立した下記法人に対し、支援を行 う。

各種情報提供、法人間連携調整、その他支援
´ (株)KS光 (上中條・笹)|1農場)

(株)TY GREEN(菅 原・上原農場)

(3)生産資材共同購入 。生産物共同販売の組織化

下記の法人及び一般農家の経営発展に向け、生産資材共同購入及び生産物共同販売の

組織化の支援を行 う。

。(有)グ リーンファーム清里 。(農)北野生産組合  。(農)TONOフ ァーム

。(農)清里アグリのWA   。(農)水倉ファーム  。(株)KS光
。(株)TY GREEN    ・小山農場      。(農)青柳生産組合
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2 農作業の支援に関する事業

(1)当公社が行う作業支援

ア 耕絃代かき 。田植え。刈り取り等の農作業支援は農業法人等への機械を持たない

オペレータ支援

イ 乾燥調製   60ha(4,800俵 )

ウ 育苗播種作業 76,000枚

(2)区内農業法人・生産組合 。その他組織への作業斡旋等

利用権等の

再設定

*1

作業受委託
の斡旋調整

*2

施設利用

育苗・RC

*3

その他

作業連携
*4

(有)グ リーンファーム清里 ○ ○ ○ ○

(農)北野生産組合 ○ ○ ○ ○

(農)TONOフ ァーム ○ ○ ○ O

(農)清里アグリのWA ○ ○ ○ ○

(農)水倉ファーム ○ ○ ○ O

(農)青柳生産組合 ○ ○ ○ ○

(株)KS光 ○ ○ ○ ○

(株)TY GREEN ○ ○ ○ ○

馬屋 。風間農場 ○ ○ ○ O

上田島・小山農場 ○ ○ ○ O

清里採種組合 ○ O

櫛池農業振興会 (法人部会)

*1 農地の利用権をl冶→グリーンファーム清里を中心とした法人や一般農家へ再設定する

*2 -般 農家・法人等の作業受委託の斡旋調整

*3 農業公社所有の育苗センター・RC(ラ イスセンター)利用

*4 多面的機能支払作業・園場手直し作業その他連携調整

(

3 農用地の保全に関する事業 (中 山間地の農用地保全等)

(1)農地の流動化支援

耕作を継続することが難しい農業者からの農用地を当公社が受託し、上記 2の (2)の「不U用

権設定」で○印が付いている組織等へ利用権を再設定し、平坦地に限らず、中山間地の農用地

も保全すると共に、担い手育成を行う。

(2)清里各地区ほ場整備推進協議会への活動支援

高生産農業を推進し、農業経営の体質強化を図るため、農業競争力強化基盤整備事業及び農

地中間管理機構農地整備事業を導入し、関係地域農家の生産基盤の確立及び農業経営の安定、

併せて事業による地域開発の推進を図る。
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予算各,

歳

(単競1れ

'
科  目

Aと目軽 傘会It
内部取引建際 誉叶

VA｀ 1

1 ‐般正味財と増療の部

η

(Ⅲ )経常再7盤

さ事節産運用義 貫Ⅲ900 9 rtooo

基本財産受取莉患 110t 髯O03

事業収益 争.4P.0,000 つ 0 生4統008

農作業支援■素収益 ' 1 11520iCa 奪̂52iOOO

施議事業収益 17ide01oc 7f3ea鞭

疑l嵐套 i1000 0 0 tてX剛

雑収益 10側

とと敬と計 3.482,000 0 9,432嗣
(2)掻韓費用

尊業資 It機 9、 169 0 1位衡 9,16Q

裕科手当 ■3al,28 aお34,280

権利犀生貴 11101洵3G 1,1奪 1■ 3a

逓億理機費 ■1■麒 12脚
壊麟嶺却費 2157踪100 2`説彗4鶴

消経持器強品費 ど、働0

停幡負
.I10i000 eopo(

協掛強 IF,00 苺B命90

保険将 4510∝ 45{鸞Ю

構税公課 4患 I`脚

敏資
・

60〔00C SO OOa

管理猿 228918H C を239`8縛 a

給料季当 1,8851'2G 1、43S,720

嶺莉厚生費 2S8.S?9

会議費 ィm■oc ,3α tt10a

旅費交五羹 40やOC 40m
通信理機資 3100個 &飩O

減価償却費 i3at101 ta,a,o

消耗付警構品資 7.50C 7500

鰺科輩 aooc 2000

光絡ポ料費 20p田 20神
保除璃 sp凹 患や0至

租8と公課 IBIS98 :釘SOO

寅払負担金 5敬09□ 静 卸

織費 2501000 2aOpOE

娘命n用計 耳O,C09.160 2.239.840 0 42、299t000

評価損養尊餌躍前当鶴催鶯構減額 △ 32,160 ▲ と電e9ほ40 0 Δ tte≧ looc

解価損養等計 O G 0 C

当鵜経常増激顔 △ 6雲 ,,,SO a △ ■3r■ ooG

2秦常外惜活の部

(1,絡常外収曇

経常舛収益計 G 0 O a

(2)経常舛鸞翔

経常外資鳥計 0 ね 0 G

当期盤欝外増減騒 0 9 a

他袋滸振替続 0

当前‐般芝韓財産輪減額 △ 627160 △ 2.28Sれ m ё △ 2.3重 7ヽだ潤

一般正蛛財造税首盛葛
'0110St31B

|△ ■1、e患 4.624 5021五ン,41

十繊正味射癖期末残粛 88,8791208 △ III将う4:464 0 こ5石24,P4齋

Ц 指定正球財産増減の部

当初指虐正味財康清滅錬 (l 0 9

指鳶運味財産腕営巖葛 27pOO,∞ 0 2'000000

指定証韓

'す

芝阜鵜宗猿葛 2700了」.o00 0 0
''000浄

00

夏 工妹財蔭期工猿冨 u5`9,9,288 A午 4、lS41464 0 82(124744
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f科  自 当寺庄 前年藤 増鶏

子…般芝味財産増斎の部

1機常指巌■,部

(1)機治lH基

墓奉財造霊用基 奮008 缶O鰤 △ 2:800

患本財底長凛剖息
―
‐8,01 ▲ 密000

事業1亀叢 e4801000 嵐360、 900 14000

農伸率烹操事業収森 ||■■|■5201000 △ 8儀000

施設事泰収益 ■,,s磯000 塗嘘 000

雑収後 雑io00 10、000 Δ 3:000

雑取蓋 110iOOe ▲ eゃ oo

停常収差計 0,482,000 eβ73,000 1001000

(21経常舞濡

事果登 嶺金(】09160 髯O(2S儀920 ▲ a44,ユ SO

常事手当 ■ll  l1 0iCe■ 230 0

編打
'l厚

生費 |  |.I"-01,440 専

通鱚選船費 120;000 ぶ 8,000

球価償却費 ,40

消稲什辞増晟☆ 0

棒倍費 0

燃騨歳 △ 2,,000

繰僚碧 l i03i000 ム 8ヽ190《 l

機積′ム`経 ▲ 9ヽ2,S09

増資 9

管理隻 2.289940 2348鸞 80 △ 381240

お料手当 i■   11885,20 113aB:720 0

権利厚生費 0

森議資 J00;0 100と 00C 9

旅費交通費 :40ie00 140.000 0

通信理搬費 &000 S1000 △ 2090

津価償却費 4Btte00 183揮 4 △ 4悦 ,傘O

滞揺け器常昂貴 71500 0

燃料愛 ゑ00C 5や09 △ 3009

光熱水料費 2鋭000 20や Oo 0

保院料 |や00 △ 2や∞

薇税公繰 10裕00 ?6p00 △ ワ
`尋
00

支払負担盆 501900 1 50i000 Ю

韓真 23鶴000 250,00 a

儀常貴用件 121299!000 12耐21000 △ a鶴潮拗

評価機癖等職整税当鶏犠常増減鎖 △ 2.8資 7(000 △ 3.2290髄 412ド X的

評価携欝 青ト 0 髯l 0

当)月経常雄増強 ▲ 2.8171989 ▲ 3.220p餌 輩12,000

2:経常外増減の郎

(1)経常外収益

経常タト収益針 つ 9 9

(2)経常外費用

継始外資痛封 0 ll 0

基料経常外導減覆 8 a 0

値会滸擦替額 C

当独ど機正携踪車増減額 △ 2817i090 △ 13.220000 412,900

一般正味財産朗首残古 3乳24■74“ 621290iS58 △ 4や猟 181増

‐般玉味財産義末猿葛 尋5424.741 導90C7,538 △ 3ie4?お コヽ

■ 構建正尊財産増璃の部

当虫辱指定重味財産増減額 C 0 C

△ 3.0∞、1)OC

指定堅味財輩鶏宗残■_ 2夕 j000,00G 800001000 本 :3)OOOp∝

五 正味財蔵翔求残言 82,424!74コ 惑9,Oe,1358 ▲ §tS4を !dt電

会          社
や和8年8窮靖ヨから令孝14年 Z昂 23日募て
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婆入亀   公軽雲オll,1盤ブ、 消里選業公色 事一

会長

'争

令不轟 二年 1月 latt Pa鱗i l

鮮粒:南ⅢⅢ
固 定 資 産 管 理 全 _帳

白 令和 3年 3月 1翔 至 今和 4年 2月 23日

―
向
ω
ｌ

1241尋 1駐 948
1  .  0

24,

24.86弘 948

123t1907.592

0

123,90T1592
0

2,T18,271 008

148,777‐ 540

0

27.588,008

0

資産の種類及び名称 年月日 量

そ の他l司定資産 (有形固定資産)

礎 物】

IH 5/10/311
鉄骨進一部2階建て

I Hl1/10/31

乾燥調整施設 40れな規模 鉄骨造i巌62階建て :_     |
-1114/ 6/30 1

大型パイプメヽウスー式 患棟

弘 硼 1毘 棚
蝋 !1彎 Ч !既 埒 i

1 31                   1
. 8r O.033 12  5■ 285,000  19,506,9021  1,612.2641

0

5,250,000
0 1

2,100,0001
0.

1,050.5251
0!

1,184,Ⅲ 891
0

2 lⅢ 030,000

51日定額法

1 lro/8/di l 
…
El口た練1濃

i童
2Bノ riノ詢 l  ilマ新走細法

I IIガ 4/も/311  r新定績法|       :   |

1抱4/7為 11  r所定額法

H6/1 0/31 1

.1114/ 1/31 隠定額法

却 l補彗力金等の額l(補助金等の額)等の額)〔補助金 (箱り耳金等v:)額
) 犠要

I旧定額法

11旧定額法

2519421976 6,248,024
0

17.

農1幾其格納庫 一〇一９
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5

0

0

0 5,249,995
0

2,0991998

0

727,311

0

T80. 1‐ 6子

0

0

大型パイプハウス ー貧 2棟

き替え工事

秘爆謝節 識麟 章言替え二等

自

※ 計 ※

【構  築  物】

コンクリー

※ 計 ※

【機 械 ・ 装 雄ユ

機械

※ ※

※

2

O

398,599
01

48翫 3411
0 1

1

0

0

70,386

0!
7牧 339 1

01

32鞣 214

0

24‐ 869, 946

0

404

一法一額一定1選 2
一６一８一〇
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01

5,151,84o l
OI

0

971l10, 7, 2,718,060

0

0
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0 0
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